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村の取組み紹介します村の取組み紹介します

コロナに負けない!!コロナに負けない!!

村
立
図
書
館

短
時
間
で
も
出
会
い
や
す
く

約
１
億
円
の
予
算
追
加 

12
月
末
ま
で
申
請
受
付

約
１
億
円
の
予
算
追
加 

12
月
末
ま
で
申
請
受
付

コ
ロ
ナ
影
響
緩
和
の
特
別
応
援
金

特
別
支
援
金

特 集

　
阿
智
村
新
型
コ
ロ
ナ
影
響
緩
和
特
別
応

援
金
と
特
別
支
援
金
の
申
請
受
付
が
12
月

28
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
応
援
金
は

法
人
が
20
万
円
、
個
人
は
10
万
円
。
支
援

金
は
さ
ら
に
影
響
が
著
し
い
事
業
者
に
対

し
て
上
乗
せ
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
よ
る
売
上

減
少
の
影
響
を
緩
和
し
て
も
ら
う
の
が
目

的
と
な
り
ま
す
。村
議
会
に
関
係
す
る
補

正
予
算
案
１
億
円
を
計
上
し
、
可
決
さ
れ

た
の
に
伴
っ
て
手
続
き
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
村
に
法
人
住
民
税
等
を
納
税
し
て
事
業

を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
、
ま
た
は
村

内
に
住
ん
で
い
て
確
定
申
告
ま
た
は
住
民

税
申
告
を
行
っ
て
い
る
個
人
事
業
主
な
ど

の
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

り
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
」と
お
困
り
の

方
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
に
役
立
つ
本
を
組
み
合
わ
せ
た
大

人
向
け
の
「
お
す
す
め
セ
ッ
ト
」
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外
出
を
控
え
る
よ
う

に
な
っ
た
分
、
読
書
に
関
心
を
寄
せ
る
人

が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
令
和
２

年
度
に
お
け
る
村
立
図
書
館
の
全
貸
出
し

数
は
約
３
万
４
千
冊
で
、
１
カ
月
間
の
休

館
を
加
味
す
る
と
貸
出
し
ペ
ー
ス
は
前
年

度
を
少
し
上
回
り
ま
し
た
。

　
行
事
は
な
か
な
か
で
き
な
い
け
れ
ど
、

で
き
る
だ
け
本
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
。
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
創
意
を
凝
ら
し

て
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

村
立
図
書
館
（
電
話
45

－

１
０
０
５
）

令
和
３
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
休
業
し
て

い
た
方
は
申
請
ま
で
に
営
業
を
再
開
し
て

い
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
注
意
事
項
も
幾

つ
か
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
阿
智
村
商
工
会（
電
話
43

－

２
２
４
１
）

　
地
域
経
営
課（
電
話
43

－

２
２
２
０
）

村
公
式
サ
イ
ト
で
も
関
係
す
る
情
報
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
請
書
様
式
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
村
立
図
書
館
が
入
口
に
設
け
て
い
る「
わ

く
わ
く
セ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」
が
人
気
で
す
。

　

小
学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
を
対
象
に

「
君
も  

め
い
た
ん
て
い
」「
動
物
だ
い
す

き
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
３
冊一組

に
ま
と
め
、コ
ロ
ナ
対
策
で
短
い
時
間
し

か
滞
在
で
き
な
い
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
本

と
出
会
え
る
よ
う
工
夫
し
て
あ
り
ま
す
。

帯
の
デ
ザ
イ
ン
も
か
わ
い
く
て
分
か
り
や

す
い
と
好
評
。「
読
み
た
い
本
が
分
か
ら
な

い
」「
子
ど
も
に
頼
ま
れ
た
け
ど
、何
を
借

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
は
今
夏
の
第
五
波
が
落
ち
着
い
て
き
た
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
８
月
は
お
盆
前
後
の
大
雨
、
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま

で
の
コ
ロ
ナ
全
県
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
特
別
警
報
Ⅱ
」
が
相
次
ぎ
、観
光
業
、飲
食
業
、

農
業
、
地
区
の
お
祭
り
や
行
事
な
ど
が
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
一
方
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、村
で
は「
乗
り
越
え
て
頑
張
ろ
う
」「
次
の
時
代
を
見
越
し
て
前
向
き
に
」

と
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り
、
夢
の
あ
る
阿
智
村

に
つ
な
が
る
事
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
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放
課
後
子
供
教
室

遊
ぼ
う
！
楽
し
も
う
！
体
験
活
動

信
南
交
通

「
昼
神
温
泉
発
券
所
」オ
ー
プ
ン

旧
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
を
改
装

　
昼
神
温
泉
郷
内
・
国
道
２
５
６
号
線
沿

い
旧
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
に
信
南
交
通
発
券

所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
阿
智
村
の
放
課
後
子
供
教
室
が
10
月
に

本
格
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
放
課
後
の
時

間
を
つ
か
っ
て
小
学
生
に
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
体
験
を
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
で
、
月
１
回
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
環
境
の
変
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ゲ
ー
ム
の
発
達
な
ど
か
ら
、
子
供
の

遊
び
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
学
校
や
家
庭
と
は
違
っ
た
環
境
で
大

橋上先生
お世話になりました
橋上先生

お世話になりました

訃報

　阿智村の名誉村民であ

る、橋上好郎先生が９月

３日、９５歳でお亡くなり

になりました。先生は昭

和３１年橋上医院を開業。

村の清内路や智里東、西

など診療所医師を長い

間勤められ、村民の健康と命を守ってきて下さい

ました。時には厳しく時には優しく村民に接して

頂き、「村じゅうが家族のようだ」が口癖でした。

平成３１年３月には地域に密着して人々の健康を

支えている医師の功績を顕彰する日本医師会主催

「赤ひげ大賞」を受賞されました。トラキチの先

生には多くの方が様々な想い出があろうかと思い

ます。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

勢
と
一
緒
に
遊
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
じ
て
心
身
の
成
長
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
。
放
課
後
子
供
教
室
は
こ
う
い
っ
た
思

い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
過
日
行
っ
た
プ

レ
開
催
で
は
鬼
ご
っ
こ
、
運
動
遊
び
、
ス

ラ
イ
ム
作
り
の
３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
用
意

し
た
と
こ
ろ
、
子
供
た
ち
は
や
っ
て
み
た

い
遊
び
を
自
由
に
選
択
し
な
が
ら
思
う
存

分
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
本
格
ス
タ
ー
ト
を
機
に
、
よ
り
多
く
の

子
供
た
ち
に
良
い
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
主
体
の
活

動
と
し
て
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
地
域
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
参
り
ま
す
。

　
教
室
は
各
小
学
校
区
で
開
催
し
、
活
動

の
内
容
は
会
場
ご
と
に
計
画
。
１
回
に
つ

き
1
時
間
程
度
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会　
子
育
て
支
援
室

（
電
話
45

－

１
２
３
２
）

　
場
所
は
、
旧
昼
神
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
１

Ｆ
で
年
末
年
始
を
除
く
、
毎
日
９
：
30
～

16
：
00
ま
で
の
営
業
で
す
。
主
に
高
速
バ

ス
名
古
屋
線
、
昼
神
温
泉
か
ら
妻
籠
・
馬

籠
線
の
乗
車
券
の
販
売
と
乗
合
バ
ス
の
定

期
券
、回
数
券
の
取
り
扱
い
を
行
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
き
た

今
、
感
染
対
策
を
し
て
、
バ
ス
を
使
っ
た

観
光
、
移
動
に
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
信
南
交
通
予
約
セ
ン
タ
ー

（
電
話 

0
２
６
５

－

24

－

０
０
０
７
）
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一般会計決算 歳入
令和2年度 決算の概要

村税
736，345千円
10.2％

国庫支出金
1,617,563千円
22.4％

地方交付税
2,706,549千円
37.6％

地方交付税
2,706,549千円
37.6％

繰越金
451,206千円
6.2％

使用料・財産収入
寄付金・諸収入
336,131千円

4.6％

繰入金
258,236千円

3.5％

地方譲与税・交付金
260,322千円  3.6％

分担金・負担金
24,921千円

0.3％

県支出金
277,837千円 
3.8％

村債　526,200千円
7.3％

自主財源　1,806,839千円
　　　　　（25.1％）

依存財源　5,388,471千円
　　　　　（74.8％）

歳入総額
7，195，310千円

　
歳
入
の
自
主
財
源
は
、
財
政
調
整
基
金

等
の
繰
入
金
が
１
２
５
，１
５
６
千
円
の

減
、
村
税
で
は
入
湯
税
の
減
少
に
よ
り

１
１
，６
６
９
千
円
の
減
、
そ
の
他
に
温

泉
使
用
料
の
減
免
、
繰
越
金
等
の
減
に
よ

り
全
体
で
３
２
１
，２
１
８
千
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
は
、
国
庫
補
助
金
が
前
年
比

１
，２
２
９
，１
１
５
千
円
増
で
あ
り
、
主

な
要
因
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
関
係

９
５
５
，０
９
６
千
円
、
低
炭
素
化
自
立

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
事
業
２
１
５
，

５
６
７
千
円
で
す
。
地
方
交
付
税
の
前
年

比
１
１
３
，４
２
３
千
円
増
は
、
保
育
無

償
化
に
係
る
負
担
額
及
び
地
域
社
会
再
生

事
業
費
が
算
定
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。
村
債
は
建
設
地
方
債
等
の
発
行
に

よ
り
５
７
，６
０
０
千
円
増
と
な
り
、
全

体
で
１
，４
３
６
，２
２
８
千
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
性
質
別
で
は
、
補
助
費
等
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

関
係
で
９
６・
５
％
増
の
１
，
９
２
９
，

６
０
８
千
円
、
普
通
建
設
事
業
費
で
は

低
炭
素
化
自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
事
業
等
で
１
０・２
％
増
１
，
１
７
５
，

５
２
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
件
費
が
前
年
度
と
比
べ
増
え
て
い
る

項　　　目 ２年度歳入額 前年比

自　
主　
財　
源　
の　
内　
訳

村 税 736,345 △ 11,669

村
税
の
内
訳

村 民 税 263,792 4,127

固定資産税 387,829 1,967

軽自動車税 28,039 1,494

た ば こ 税 31,562 △ 1,853

入 湯 税 25,123 △ 17,404

繰 越 金 451,206 △ 102,733

繰 入 金 258,236 △ 125,156

分担金・負担金 24,921 △ 23,120

使 用 料
財 産 収 入
寄 付 金
諸 収 入

336,131 △ 58,540

計 1,806,839 △ 321,218

項　　　目 ２年度歳入額 前年比

依
存
財
源
の
内
訳

地 方 交 付 税 2,706,549 113,423

国 庫 支 出 金 1,617,563 1,229,115

県 支 出 金 277,837 13,130

村 債 526,200 57,600
地 方 譲 与 税
交 付 金 260,322 22,960

計 5,388,471 1,436,228

合　　　　計 7,195,310 1,115,010

（単位：千円）
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一般会計決算 歳出
令和2年度 決算の概要

歳出総額
6,827,871千円

人件費
1,097,193千円
16.1％

人件費
1,097,193千円
16.1％

補助費等
1,929,608千円
28.3％

補助費等
1,929,608千円
28.3％

扶助費
398,748千円
5.8％

公債費
378,952千円
5.6％

物件費
960,371千円
14.1％

投資及び出資金・貸付金
3,200千円　0.04％

繰出金
500,426千円
7.3％

繰出金
500,426千円
7.3％

積立金
230,218千円
3.4％

普通建設事業費
1,175,525千円
17.2％

維持補修費
57,489千円 0.8％

災害復旧事業費
96,141千円
1.4％

民 生 費

農林水産業費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

労 働 費

災害復旧費

億円

令和２年度
令和元年度

公 債 費

議 会 費

総 務 費

商 工 費

衛 生 費

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 14 15 16 17 18 19 20 2111 12 13

理
由
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
は
臨
時
職
員

に
関
す
る
賃
金
・
手
当
は
物
件
費
で
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
臨

時
職
員
は
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
し

人
件
費
で
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら

で
す
。

　
物
件
費
は
昨
年
度
ま
で
の
賃
金
等
が
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
び
の
パ
ソ
コ
ン
整
備
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
委
託
等
に
よ
り
、
９
６
０
，

３
７
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳出【性質別】

特別会計の歳入歳出決算

一般会計歳出【目的別】

義  

務  
的  
経  

費

（単位：千円）

（単位：千円）

項　　　目 ２年度歳出額 前年比

経　

常　

的　

経　

費

義
務
的
経
費

人 件 費 1,097,193 263,363

うち職員等の給与 655,430 155,709

扶 助 費 398,748 9,951

公 債 費 378,952 △ 9,803

小 計 1,874,893 263,511

物 件 費 960,371 △ 111,781

維 持 補 修 費 57,489 △ 55,479

補 助 費 等 1,929,608 947,589

積 立 金 230,218 △ 89,411

投資及び出資金・貸付金 3,200 △ 800

繰 出 金 500,426 73,543

投
資
的
経
費

普 通 建 設 事 業 費 1,175,525 108,418

災 害 復 旧 事 業 費 96,141 63,188

小 計 1,271,666 171,606

合 計 6,827,871 1,198,778

会　　　　計 歳　　　入 歳　　　出 翌年度
繰越財源 差引残額

国 保 事 業
（ 事 業 勘 定 ） 586,055 580,021 0 6,034
国 保 事 業

（ 直 診 勘 定 ） 59,254 52,740 0 6,514

下 水 道 事 業 402,867 392,089 127 10,651
農 業 集 落
排 水 事 業 75,640 65,302 0 10,338

介 護 保 険 832,983 811,685 0 21,298
後 期
高 齢 者 医 療 77,369 76,699 0 670
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令和 2 年度　主な事業
新型コロナ感染症対策関係
特別定額給付金給付事業 631,460 千円
子育て世帯臨時交付金給付事業 9,241千円
持続化給付金の上乗せ給付事業 126,150 千円
休業協力給付金給付事業 85,487千円
プレミアム商品券事業 32,755千円
特別誘客対策事業 20,000 千円
中小企業振興資金保証料支援事業 13,417千円
感染症対策機器等導入補助事業 7,262千円
庁舎等感染症対策事業 7,039 千円
学校保健衛生用品整備事業 6,147千円
新型コロナウイルスワクチン接種事業 4,690 千円

産業振興
スタービレッジ委託業務 15,000 千円
温泉地の賑わい創出委託業務 20,000 千円

福祉
デイサービスセンターえんばな改修工事 15,708千円

農林業
中山間地域農業直接支払事業交付金 21,166 千円

農業研修生用住宅整備事業 7,479 千円

森林経営管理制度意向調査事業 5,236 千円

生活環境整備
橋梁修繕工事（下平橋、貝立洞橋、三階橋） 30,855千円

舗装修繕工事　６路線 57,860 千円

治部坂別荘内道路改良工事 20,856 千円

子育て支援・若者定住・教育
定住促進住宅建設事業（浪合　中下町） 39,105 千円

ICT を活用した学びのためのパソコン整備 36,300 千円

小中学校の校内通信ネットワーク整備 46,831 千円

図書館システム導入更新事業 26,290 千円

令和２年度  決算の概要令和２年度  決算の概要 主な事業主な事業

定住促進住宅建設工事（浪合 中下町）

役場駐車場整備工事

低炭素化自立分散型エネルギー整備事業
（中央公民館）

低炭素化自立分散型エネルギー整備事業
（発電モニター）
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令和２年度  決算の概要令和２年度  決算の概要 主な事業主な事業

宮崎邸整備工事

昼神温泉まちづくり整備事業（2-14 号線改良）

その他

低炭素化自立分散型エネルギー整備事業 
（中央公民館、第二小学校、第三小学校） 311,718千円

非常用発電設備設置事業
（清内路振興室、阿智荘）

59,504千円

消防車両整備事業　２台 16,925千円
役場駐車場整備工事 40,095千円
昼神温泉 3 号井揚湯ポンプ交換及び
制御盤更新工事

12,518千円

智里東公民館改修工事 10,560 千円
阿智中学校体育館トイレ設置工事 17,248千円
宮崎邸跡整備工事 11,429 千円
昼神温泉まちづくり整備事業 (2-14 号線改良） 19,660 千円
浪合フォーラム改修工事 41,690 千円

健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
財
政
の
健
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
財
政
健
全
化
法
」
が
制
定
さ
れ
、
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
４
つ
の
指
標
（
実
質
公
債
費

比
率
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
阿

智
村
は
ど
の
指
標
も
基
準
以
下
で
あ
り
、「
健

全
」
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計別の基金・村債残高

会 計 区 分 基金残高
（貯金）

村債残高
（借金）うち財政調整基金 うち減債基金

一 般 会 計 69億1,664万円 28億5,511万円 4億9,712万円 30億5,724万円

国 保 事 業 2,482万円 2,482万円 ― 138万円

下 水 道 事 業 3億9,600万円 ― ― 11億7,624万円

農業集落排水事業 780万円 ― ― 3億6,629万円

介 護 保 険 2,448万円 ― ― ―

数字でみる財政事情

主要財政指標

①財政力指数 ②経常収支比率 ③実質公債費比率 ④実質赤字比率 ⑤連結実質赤字比率 ⑥将来負担比率

自前の財政指数 自由に使えない
資金の率

借金返済金の
割合

一般会計等の
赤字の比率

全会計の
赤字の比率

将来負担すべき
実質的な負債の割合

１に近いほど余裕 70 ～ 80％が適正 １８％以上要注意 １５％以上要注意 ２０％以上要注意 ２５０％以上要注意

阿 智 村 ２ 年 度 0.24 80.9 -0.1 － － －
阿 智 村 元 年 度 0.24 80.1 -0.1 － － －
阿智村 30 年度 0.23 79.8 -0.5 － － －
長野県平均(R2) 0.40 87.4 6.1 － － －

　②経常収支比率は、ほぼ適正水準に位置していますが、今後を見据え検証が必要になると考えます。
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阿智村ふるさとづくり寄附金について

令和２年度 一般会計の森林環境譲与税の充当状況

令和２年度  公営企業会計決算（阿智村水道事業）概要

　阿智村ふるさと納税「ふるさとづくり寄附金」に令和２年度中は 548 件 30,915 千円のご寄附をいただきました。
　この寄附金は、ふるさとづくり基金に積み立てられ、災害対策用品等整備（発電機、防災倉庫、翻訳機）に 3,150 千円、
スポーツトラクター購入に 3,400 千円を活用させていただきました。多くの皆さんのご寄附ありがとうございました。

　森林環境譲与税は、森林環境税の賦課徴収に先行して令和元年度から譲与が開始されました。森林環境譲与税の
使途は法令で定められており、村が行う森林整備や促進費用に充てることになっています。令和２年度は、森林経営
管理制度意向調査事業及び林道改良事業に活用したほか、将来の事業に備えて森林環境譲与税基金へ積立てました。
	 （歳入）	 森林環境譲与税	 20,678 千円
	 （歳出）	 森林環境譲与税を充てている経費の合計	 22,548 千円

　年間総有収水量は前年度比９％の減となり、給水収益も１億２，８９２万円と前年度に比べ９．２％の減となりました。
減となった要因として、新型コロナウイルスの影響で交流人口が減ったことが大きな要因と考えられます。建設改良
費では、園原浄水場更新工事をはじめ、老朽化した管路の布設替えや計器類などの更新工事を実施しました。企業
債の償還に元金分７，０３０万円を、利息分の１，２１７万円を支出しています。財政状況では、収益的収支では当年度
純利益８５７万円が生じましたが、前年度までの繰越欠損金が３，７４１万円あり、これに当年度純利益８５７万円を足
した△２,８８４万円を当年度未処理欠損金として翌年度へ繰り越すものとしました。

寄附金使途の種類 R1 年度末 
現在高

R2 基金 
積立額

R2 基金 
取崩額

R2 年度末 
現在高

農村記録写真に関する事業 1,682 100 1,782
歴史・文化・景観保存に関する事業 15,937 1,990 17,927
満蒙開拓平和記念館に関する事業 775 1,095 1,870
福祉・子育て支援・人材育成に関する事業 21,430 8,040 29,470
昼神・治部坂ほか産業振興に関する事業 14,772 4,820 19,592
事業指定無し 71,888 14,870 6,550 80,208
基金利子 403 100 503

計 126,887 31,015 6,550 151,352

項　　　　　目 令和２年度決算額 決算額のうち森林環境譲与税
森林経営管理制度意向調査事業 5,236 千円 5,236 千円
林道改良工事費 4,620 千円 2,750 千円
森林環境譲与税基金積立 12,692 千円 12,692 千円

合　計 22,548 千円 20,678 千円

（単位：千円）

社会福祉総務費

項　目 令和２年度決算額 決算額のうち地方消費税交付金
（社会保障財源化分）

153,169千円 24,656千円
老人福祉費 276,681千円 54,242千円
合　　　計 429,850千円 78,898千円

令和２年度一般会計の
地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当状況

　平成26年4月1日より消費税率が8％、令和元年10月1日から10％
へ引き上げによる、地方消費税交付金（社会保障財源分）が交付さ
れ、社会保障施策に要する経費に充てることとされています。
（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分）の総額
（歳出）地方消費税交付金を充てている社会保障施策に要する経費の合計

78,898 千円

429,850 千円

令和2年度令和2年度
一般会計の入湯税の充当状況について

　入湯税は、鉱泉浴場における入湯に対し
入湯客に課税される地方税で、観光振興の
事業に充てられています。

（歳入）入湯税 25,123千円

（歳出）誘客対策費 122,500千円

収　　　　入 支　　　　出
 収益的収支（消費税抜） ２億 0,079 万円 １億 9,222 万円
 資本的収支（消費税抜） 9,568 万円 １億 3,584 万円
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  ○お問い合わせ
　  くりーんひる西部　電話 45−1280

令和２年度 決算の概要 主な事業　関連
し尿処理施設 くりーんひる西部 大規模改修工事完了

膜分離設備
更新された機器

脱臭設備 中央監視設備

　下伊那郡西部衛生施設組合（阿智村、平谷村）では、平成３０年度から令和２年度にかけて、施設の長寿命化・延
命化を図るため、経年劣化が進んだ設備機器を更新するとともに、汚泥削減技術や省エネ自動制御を新たに導入す
ることで安定的かつ経済的に運転できる処理システムに、また、脱臭設備は従来よりさらに効率的に臭気を処理でき
る最新の設備に更新しました。

　生物処理により BOD（有機物）と窒素化
合物を除去した後に膜分離設備により固液分
離を行い後段の高度処理に SS 分を除去した
処理水を送ります。膜分離設備は、微多孔性
膜を用いて SS 分を透過させず、きれいな処
理水を安定して得られます。今回改修工事で
は老朽化が進んでいた設備を更新しました。

　場内より発生する臭気を濃度
別に捕集し適正に脱臭処理を行
います。今回改修工事では活性
炭触媒を用いて臭気を効率的に
脱臭することができる酸・アル
カリカーボン洗浄塔を採用しま
した。

　施設内の受入から放流まで
の全ての設備の運転状況を監
視しています。経年劣化が進ん
でいたシステム機器を最新の
機種とし、省エネ自動運転制
御にも対応した設備に更新しま
した。

区　　　分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 合　計

事　業　費
改修工事：前処理設備、主処理設備、脱水設備、
　　　　　脱臭設備

137,680,369 151,103,375 251,976,256 540,760,000

組織村改修費負担金 105,950,000 98,880,000 182,370,000 387,200,000

　うち阿智村 88,449,000 82,547,000 152,245,000 323,241,000

施設改修基金繰入金 31,730,000 52,223,000 69,547,000 153,500,000

一般財源額 369 375 59,256 60,000

合　計 137,680,369 151,103,375 251,976,256 540,760,000

（単位：円）

財 

源 

内 

訳

くりーんひる西部  外観
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９
月
議
会
定
例
会

９
月
議
会
定
例
会

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

阿
智
村
長

　熊
谷

　秀
樹

阿
智
村
長

　熊
谷

　秀
樹

（
は
じ
め
に
）

　
８
月
末
は
残
暑
、
９
月
か
ら
は
秋
雨

前
線
に
よ
る
雨
で
気
候
が
安
定
し
な
い

毎
日
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
盆
前
か
ら
前
線
が
停
滞

し
、
長
雨
に
よ
り
全
国
的
に
災
害
が
相

次
ぎ
、
過
去
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
お

盆
で
し
た
。
阿
智
村
で
も
智
里
西
で
は

４
５
４
㎜
の
総
雨
量
を
記
録
し
、
13
日

か
ら
15
日
に
か
け
て
村
内
全
域
で
自
主

避
難
の
案
内
を
行
い
、
計
35
名
の
方
が

各
公
民
館
に
避
難
し
ま
し
た
。
岡
谷
市

で
は
３
名
の
親
子
が
土
石
流
に
飲
み
込

ま
れ
、
命
を
落
と
す
と
い
う
痛
ま
し
い

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
を
祈
念
致
し
ま

す
。
最
近
は
県
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
大

雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
頻
繁

に
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
短
時
間
集
中
的

な
大
雨
に
よ
る
水
害
や
、
地
盤
の
緩
み

な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が
日
常
的
に
心

配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

夏
の
行
事
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
拡
大
の
影

響
と
、
雨
天
が
続
い
た
事
も
あ
り
、
各

地
区
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
、
そ
し

て
観
光
業
、
野
菜
の
収
穫
な
ど
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
農
業
関
係
は
、
雨
や
日
照
不
足
に
よ

り
、
き
ゅ
う
り
を
始
め
と
す
る
野
菜
全

般
が
病
気
に
な
り
、
収
穫
量
が
落
ち
、

一
時
市
場
で
は
野
菜
の
値
段
が
約
３
倍

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
浪
合
名
産
の
と

う
も
ろ
こ
し
も
倒
れ
て
し
ま
い
、
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
な
し
な
ど
の
果
実
や

米
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
影
響
が

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
台

風
も
心
配
さ
れ
、
今
後
の
天
候
の
状
況

を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昼
神
温
泉
を
中
心
と
す
る
観
光
業

は
、
お
盆
期
間
中
の
状
況
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
計
し
た
結
果
、
旅
館
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
好
調
な
と
こ
ろ
で
一

昨
年
の
数
字
の
30
％
減
、
厳
し
い
と
こ

ろ
で
70
％
減
と
の
こ
と
で
し
た
。
特
に

中
央
道
や
国
道
２
５
６
号
線
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
っ
た
事
が
大
き
な
痛
手
で

し
た
。
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
増
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
区
域
の
拡
大
や
南

信
州
地
域
が
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
５
に

な
っ
た
影
響
で
、
現
在
は
予
約
が
な
か

な
か
入
ら
な
い
と
の
事
。
初
秋
に
入
っ

て
い
た
修
学
旅
行
も
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぎ
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
仕
切

り
直
し
と
の
情
報
で
す
。

　
８
月
20
日
か
ら
長
野
県
全
体
が
コ
ロ

ナ
感
染
レ
ベ
ル
５
に
な
り
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
受
け
ま
し
て
、
８
月
27
日
に

今
年
度
第
３
回
目
の
緊
急
経
済
対
策
会

議
を
開
き
ま
し
た
。
農
業
、
観
光
業
の

他
に
商
工
業
の
特
に
飲
食
店
は
、
国
の

自
粛
要
請
に
よ
り
客
足
が
遠
の
き
、
予

約
さ
れ
て
い
た
お
客
様
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
相
次
ぎ
苦
し
い
状
況
で
す
。
製
造
業

や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
物
販
店
は
今
の
と

こ
ろ
大
き
な
影
響
は
な
い
と
の
事
で

す
。
そ
ん
な
中
、
県
の
方
針
で
８
月
28

日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
酒
類
の
提
供
を

行
う
飲
食
店
等
に
対
し
、
休
業
・
営
業

時
間
短
縮
要
請
を
行
う
こ
と
に
な
り
、

当
村
で
は
約
10
軒
が
ご
協
力
を
頂
く
事

と
な
り
ま
し
た
。
信
州
の
安
心
な
お
店

認
証
店
を
条
件
に
、
午
後
８
時
ま
で
の

営
業
時
間
に
短
縮
し
て
下
さ
れ
ば
、
県

か
ら
協
力
金
が
支
給
さ
れ
る
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

（
村
の
状
況
）

　
さ
て
、
阿
智
村
で
は
こ
の
６
～
８
月

に
か
け
様
々
な
出
来
事
、
事
業
が
あ
り

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し

て
は
、
９
月
４
日
の
段
階
で
１
回
目
終

了
の
方
が
３
，９
３
９
名
（
71・７
％
）、

２
回
終
了
の
方
が
２
，６
５
９
名（
48・

４
％
）で
す
。
４
月
23
日
に
最
初
の
案

内
を
80
歳
以
上
の
方
に
出
さ
せ
て
頂
い

て
以
来
、
金
曜
日
を
除
く
平
日
の
接
種
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に
よ
り
、
計
画
的
に
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
ご
協
力
頂
い
て
い
る
飯
田
病

院
、
橋
上
医
院
、
診
療
所
の
先
生
、
ス

タ
ッ
フ
を
始
め
、
多
く
の
関
係
者
に
感

謝
致
し
ま
す
。
８
月
21
日
か
ら
は
土
曜

日
も
可
能
と
さ
せ
て
頂
き
、
21
日
に
は

１
５
０
名
、
28
日
に
は
２
０
０
名
の
集

団
接
種
を
行
い
ま
し
た
。
８
月
末
に
は

12
歳
以
上
の
全
員
の
方
に
案
内
を
送
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
の
為
、
多
く
の
方
に
早
め
に
接
種

頂
け
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
今
、
村
で
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。
７
月
14
日
に
第
１
回
目
の
検

討
委
員
会
を
開
催
し
、
こ
の
計
画
に
対

す
る
想
い
を
聞
き
、
計
画
策
定
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
８
月

10
日
に
は
、
全
村
民
18
歳
以
上
か
ら

抽
出
し
た
１
，０
０
０
人
の
方
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
、
今
の
と
こ
ろ

４
４
１
人
の
方
か
ら
回
答
が
あ
り
、
回

収
率
は
44
・
１
％
で
す
。
今
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
と
、
団
体
や
企
業
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
役
場
職
員
の
研
修
会
も

開
き
、
阿
智
村
の
現
状
、
課
題
等
の
整

理
、
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
集
計
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
終
わ
れ
ば
、
村
の
皆
さ
ん
が
ど
う
感

じ
て
い
る
か
な
ど
、
デ
ー
タ
が
出
て
い

ま
す
の
で
、し
っ
か
り
分
析
し
、ま
ず
は

素
案
を
作
り
、
11
月
の
各
地
区
懇
談
会

な
ど
で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
頂

戴
し
て
い
く
段
取
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
関
係
で
は
、
８
月
２
日
に
第
１

回
目
の
阿
智
村
保
健
医
療
審
議
会
を
開

催
し
、
今
後
の
診
療
所
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
話
し
合
い
の
場
が
持
た
れ
ま
し

た
。
医
療
関
係
者
、
国
保
被
保
険
者
、

自
治
会
長
な
ど
、
15
名
で
構
成
す
る
審

議
会
で
は
、
ま
ず
は
診
療
所
の
状
況

と
、
村
全
体
の
医
療
体
制
や
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
、
一
人
一
人
の

医
療
体
制
に
関
す
る
思
い
な
ど
、
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
会
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
放
課
後
子

供
教
室
が
村
内
全
て
の
小
学
校
区
に
お

い
て
、10
月
か
ら
正
式
に
始
ま
り
ま
す
。

計
画
準
備
委
員
会
や
保
護
者
や
地
域
に

向
け
て
の
説
明
会
等
を
経
て
、
一
学
期

に
は
放
課
後
子
供
教
室
プ
レ
開
催
を
し

ま
し
た
。
こ
の
時
の
課
題
や
反
響
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、今
後「
遊
び
」「
学
習
」「
体

験
」「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
４
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。
家
庭
や
地
域
の
実
情
で
、
放
課

後
帰
宅
後
は
友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
、
児
童
や
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
、
全
市
町
村
で
の
設
置
努
力
義

務
を
掲
げ
る
文
科
省
の
方
針
を
受
け
、

地
域
、
学
校
と
密
に
連
携
し
阿
智
村
ら

し
さ
、
遊
び
の
楽
し
さ
を
充
分
に
感
じ

ら
れ
る
、
放
課
後
子
供
教
室
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
又
、
盆
明
け
の
８
月
19
日
か
ら
全
国

中
学
校
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
阿
智

中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
３
年

ぶ
り
２
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。
６
月
か
ら
中
体
連
地
区
大
会
が
始

ま
り
、
順
調
に
勝
ち
進
み
、
７
月
中
旬

に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
は
見
事
準
優
勝

を
果
た
し
、
８
月
上
旬
の
北
信
越
大
会

で
は
３
位
で
通
過
し
、
全
国
切
符
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
全
国
で
は
予
選
リ
ー

グ
を
１
勝
１
敗
で
通
過
し
、
決
勝
リ
ー

グ
１
回
戦
で
、
強
豪
東
京
都
の
八
王
子

実
践
中
学
に
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
全
国
で
の
ベ

ス
ト
27
と
い
う
位
置
付
け
は
、
ほ
と
ん

ど
が
私
立
中
学
の
中
で
、
純
粋
に
阿
智

の
子
供
達
だ
け
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

の
頑
張
り
は
、
大
変
価
値
の
あ
る
成
績

で
す
。
コ
ロ
ナ
で
思
う
よ
う
な
練
習
が

で
き
な
い
中
、水
上
監
督
の
指
導
の
元
、

粘
り
強
く
拾
っ
て
繋
げ
る
阿
智
中
の
バ

レ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、
村
中
に
感
動
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。　

治部坂高原　馬の背
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７
月
28
日
に
は
、
村
の
農
業
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
就
任
式
を
行
い
ま
し
た
。
き
ゅ

う
り
や
ト
マ
ト
、
有
機
農
法
、
果
物
等

の
専
業
で
従
事
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
６

名
に
村
か
ら
委
嘱
を
さ
せ
て
頂
き
、
こ

れ
か
ら
農
業
を
始
め
る
方
や
、
兼
業
農

家
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
、
野
菜
の
病
気

の
事
や
、
農
薬
の
事
な
ど
聞
け
る
よ
う

に
、し
く
み
を
作
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

８
月
下
旬
の
段
階
で
、
き
ゅ
う
り
が
２

名
、
ト
マ
ト
２
名
、
果
樹
２
名
有
機
農

業
１
名
の
登
録
者
は
７
名
で
す
。
農
業

の
プ
ロ
の
方
が
先
生
と
な
り
、
阿
智
全

体
の
農
業
の
下
支
え
を
し
て
頂
き
、
そ

の
技
術
が
次
の
世
代
に
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
観
光
関
係
で
は
、
７
月
か
ら
コ

ロ
ナ
経
済
対
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
予
約
が
始
ま
り
ま
し
た
。

１
０
，０
０
０
円
で
５
，０
０
０
円
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
、
８
月
か
ら

販
売
開
始
さ
れ
、
全
村
民
が
買
う
事
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
６
，２
５
０
セ
ッ

ト
の
う
ち
、
54・
９
％
の
３
，４
３
０

セ
ッ
ト
が
売
れ
ま
し
た
。
８
月
17
日
か

ら
１
名
３
セ
ッ
ト
ま
で
買
う
こ
と
が
で

き
る
第
２
次
販
売
の
予
約
を
開
始
し
、

８
月
末
で
終
了
し
、
販
売
予
定
数
を
超

え
る
予
約
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後
調
整

し
、
販
売
致
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
状
況
の
商
工
業
の
皆
様
が
活
気
づ

く
よ
う
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
地
元
消

費
に
ご
協
力
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
世
帯
全
員
が
令
和
３
年
度
の
住

民
税
が
非
課
税
世
帯
の
皆
様
を
対
象

に
、
阿
智
村
臨
時
福
祉
給
付
事
業
と
し

て
、
１
人
に
つ
き
、
１
万
円
の
ふ
く
ま

る
く
ん
商
品
券
を
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
申
請
期
間
は
10
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
頂
き
、

不
明
の
方
は
お
気
軽
に
民
生
課
に
お
聞

き
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
ま
だ
先
の
オ
ー
プ
ン
予
定
で

は
あ
り
ま
す
が
、
国
の
地
方
創
生
テ

レ
ワ
ー
ク
交
付
金
、
約
１
，０
０
０
万

円
の
補
助
を
受
け
、
総
事
業
費
２
，

２
２
５
万
円
で
昼
神
温
泉
郷
内
旧
ガ
イ

ド
セ
ン
タ
ー
を
改
装
し
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
施
設
を
開
設
の
た
め
、
工
事
に

入
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く

の
が
前
提
で
す
が
、
全
国
か
ら
旅
行
を

兼
ね
て
仕
事
を
す
る
方
、
又
は
落
ち
着

い
た
温
泉
郷
の
自
然
の
中
、
第
２
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
仕
事
を
さ
れ
る
方
の
た

め
に
期
待
が
持
て
ま
す
。
星
の
繋
が
り

で
ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
推
進
協
議
会
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
多
く
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
お
声
掛
け
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
又
、
信
南
交

通
さ
ん
の
発
券
所
を
設
置
す
る
準
備
も

入
っ
て
お
り
、
多
く
の
村
民
や
観
光
客

の
利
用
に
期
待
が
持
て
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
関
係
で
は
、
昼
神
温
泉

リ
ニ
ア
新
時
代
戦
略
等
推
進
委
員
会
幹

事
会
を
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
５
月
か

ら
５
回
開
催
し
、
９
月
１
日
、
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
行
っ
て

き
た
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
基
に
、
歩
い
て
楽
し
め

る
昼
神
温
泉
郷
を
め
ざ
し
て
、
幹
事
会

で
提
案
し
た
い
く
つ
か
の
案
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
今
後
、
会
議
を
重
ね

て
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、予
算
の
事
も
考
え

な
が
ら
詰
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
又
、
七
久
里
の
洞
の
埋
め
立
て
に
つ

い
て
、
以
前
に
地
権
者
の
代
表
か
ら
リ

ニ
ア
の
残
土
を
使
っ
て
埋
め
立
て
て
も

ら
え
な
い
か
と
い
う
要
望
が
あ
り
、
昨

年
末
に
地
元
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
は
Ｊ

Ｒ
が
調
査
に
入
っ
て
よ
い
か
確
認
を

し
、
こ
の
度
Ｊ
Ｒ
か
ら
埋
め
立
て
可
能

と
の
連
絡
を
頂
き
、
８
月
４
日
に
地
権

者
へ
の
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
後
、
地
権
者
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
埋
め
立
て
地
の
道
路
や
農

地
等
活
用
に
つ
い
て
、
法
的
な
面
も
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
地
元
の
皆
さ

ん
と
の
協
議
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
本
来
な
ら
ば
、国
や
県
に
対
し
て
、７
、

８
月
は
南
信
州
広
域
連
合
や
道
路
の
期

成
同
盟
会
と
し
て
様
々
な
要
望
活
動
も

行
っ
て
参
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、
ほ
ぼ
中
止
か

延
期
、
書
面
決
議
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
た
だ
、
飯
田
南
バ
イ
パ
ス
等
の
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早
期
実
現
運
動
は
熱
を
帯
び
て
お
り
、

国
道
１
５
３
、２
５
６
号
線
、
県
道
の

改
良
工
事
や
治
水
対
策
な
ど
、
設
備
が

で
き
て
経
年
劣
化
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
重
要
性
も
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活
の

安
全
の
た
め
に
、
今
後
も
引
き
続
き
要

望
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
上
程
議
案
に
つ
い
て
）

　
本
議
会
に
お
い
て
ご
審
議
頂
く
案
件

は
、条
例
案
件
３
件
、事
件
案
件
１
件
、

決
算
案
件
７
件
、
予
算
案
件
５
件
で
あ

り
ま
す
。

　
条
例
案
件
３
件

　
議
案
第
26
号
「
阿
智
村
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法
等
が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
議
案
第
27
号
「
阿
智
村
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
改
正
に
伴
い
、
通
知
カ
ー

ド
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
手
数
料
に
つ
い

て
は
村
が
取
り
扱
わ
れ
な
く
な
っ
た
た

め
で
す
。

　
議
案
第
28
号
「
阿
智
村
温
泉
事
業
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
に
よ
る
緊
急

経
済
対
策
の
た
め
、
温
泉
使
用
料
及
び

管
理
料
を
令
和
４
年
３
月
分
ま
で
納
付

を
免
除
す
る
も
の
で
す
。

　
事
件
案
件
１
件

　
議
案
第
29
号
「
阿
智
村
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」は
、

令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
の
策
定
に
つ

い
て
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
決
算
案
件
７
件

　
決
算
案
件
は
、
令
和
２
年
度
阿
智
村

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
の
承

認
を
得
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
合
計
7
，

1
9
5
，3
0
9
，8
9
0
円
、歳
出
合

計
6
，8
2
7
，8
7
1
，0
8
6
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
3
6
7
，4
3
8
，

8
0
4
円
、
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し

財
源
1
2
9
，6
1
2
，0
0
0
円
を

差
し
引
い
た
実
質
残
額
は
、
2
3
7
，

8
2
6
，8
0
4
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
と
、
村

税
7
3
6
，3
4
5
千
円
、
地
方
交
付

税
2
，7
0
6
，5
4
9
千
円
、国
庫
支

出
金
1
，6
1
7
，5
6
3
千
円
、村
債

5
2
6
，2
0
0
千
円
で
あ
り
、
総
額

で
は
前
年
度
よ
り
1
，1
1
5
，0
1
0

千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
も
、前
年
度
よ
り
1
，

1
9
8
，7
7
8
千
円
の
増
と
な
り
、

こ
の
要
因
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
特
別
会
計
は
、
上
程
の
都
度
詳
し
く

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

村
の
財
務
状
況
で
す
が
、
貯
金
で

あ
る
基
金
残
高
は
、
一
般
会
計
で
昨

年
度
よ
り
１
３
，0
3
4
千
円
減
の

6
，9
1
6
，6
3
8
千
円
、特
別
会
計

で
は
7
，1
2
5
千
円
増
の
4
5
3
，

0
5
3
千
円
と
な
り
、
合
計
で
は
7
，

3
6
9
，7
3
1
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
借
金
で
あ
る
地
方
債
の
現
在
高
は
、

一
般
会
計
で
昨
年
よ
り
1
5
9
，１
６

４
千
円
増
の
3
，0
5
7
，2
4
2
千

円
、特
別
会
計
で
1
0
6
，2
6
8
千

円
減
の
1
，5
4
3
，9
0
8
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
合
計
で
は
4
，6
0
1
，

1
5
0
千
円
で
あ
り
ま
す
。

　
財
政
の
健
全
化
を
見
る
指
標
に
つ
い

て
は
、経
常
収
支
比
率
は
80・
9
％
、実

質
公
債
費
比
率
は
、
−0.1
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
各
種
会
計
で
の
未
収
金
に
つ
い
て
は

滞
納
整
理
を
進
め
、
７
月
31
日
現
在
で

9
，5
9
4
千
円
の
徴
収
を
行
い
ま
し

た
が
各
会
計
合
計
で
８
３
，7
2
6
千

円
の
未
収
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
滞
納
が
増
え
る
こ
と
は
全
て
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
滞
納

額
の
減
少
の
た
め
庁
内
を
挙
げ
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
算
案
件
は
、
一
般
、
特
別
と
も
に

補
正
予
算
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
第
２
号
は
、
既

定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
2
5
8
，8
6
6
千
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
総
額
5
，5
6
5
，4
8
9
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
補
正
を
行
い
ま

す
。

　
こ
の
他
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
補
正
に
つ

い
て
は
、
追
加
日
程
で
ご
審
議
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　
以
上
、
ご
審
議
い
た
だ
く
案
件
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
上
程
の
都
度
詳
し
く
ご
説
明

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）　　
　
　

　
９
月
３
日
に
阿
智
村
の
名
誉
村
民
で

あ
り
、
村
の
医
師
と
し
て
永
年
、
住
民

の
命
を
守
っ
て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
橋

上
好
郎
先
生
が
95
歳
で
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
先
生
は
昭
和
31
年
に
橋

上
医
院
を
開
業
さ
れ
、
阿
智
村
が
発
足

し
た
の
と
同
じ
歴
史
と
共
に
、
村
の
医

療
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
多
く
の

村
民
に
愛
さ
れ
、
村
の
人
を
見
れ
ば
誰

か
を
す
ぐ
に
わ
か
り
、
先
生
の
口
癖

は
「
村
の
人
す
べ
て
が
家
族
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
医
療
だ
け
で
な

く
、
少
年
野
球
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
花

桃
植
樹
な
ど
地
域
貢
献
の
事
業
に
も
ご

尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。
晩
年
は
村
の
診

療
所
医
師
を
務
め
、
平
成
31
年
３
月
に

は
毎
年
日
本
で
５
名
し
か
選
ば
れ
な
い

地
域
医
療
の
功
績
者
と
し
て
、
日
本
医

師
会
主
催
「
赤
ひ
げ
大
賞
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
事
で
す
が

来
年
２
月
に
任
期
満
了
と
な
る
村
長
選

挙
に
つ
き
ま
し
て
、
お
話
し
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
私
は
平
成
26
年
２
月
に
就
任

し
て
以
来
、
２
期
８
年
間
、
村
の
舵
取

り
を
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
１
期
目
は
行
政
と
い
う
組
織
の
中
で

の
初
め
て
の
経
験
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
無
我
夢
中
の
毎
日
で
あ
っ
た
よ
う

な
気
が
い
た
し
ま
す
。
村
民
に
わ
か
り

や
す
い
行
政
情
報
の
伝
え
方
、
明
る
く

親
切
な
対
応
を
掲
げ
、「
星
ふ
る
さ
と
」

や
「
阿
智
家
族
」
と
い
っ
た
言
葉
で
伝

え
て
参
り
ま
し
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下

ご
来
村
の
対
応
、
阿
智
昼
神
観
光
局
の

立
ち
上
げ
、星
の
事
業
、定
住
施
策
促
進

な
ど
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
２
期
目
は
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定

が
主
な
事
業
で
、
広
く
村
民
の
方
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
、
住
民
が
思
っ
て
い
る
事
や
村
の
課

題
が
わ
か
り
、
10
年
間
の
計
画
が
策
定

さ
れ
、
智
里
西
保
育
園
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
ひ
だ
ま
り
、
西
部
衛
生
施
設
改
修
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
１
年
半
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
猛
威
が
あ
り
、
そ
の

対
応
が
ほ
と
ん
ど
の
毎
日
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
第
６
次
総
合
計
画
の
後
期
に

向
か
い
、
そ
し
て
リ
ニ
ア
が
来
る
ま
ち

づ
く
り
の
総
仕
上
げ
に
入
り
ま
す
。
２

期
で
は
、
ま
だ
夢
半
ば
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染
の

対
策
に
よ
り
、
住
民
の
命
を
守
り
、
冷

え
切
っ
た
経
済
政
策
を
打
ち
出
し
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
次
期
村
長
選
に
挑
戦

さ
せ
て
頂
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
本
会
議
に
上
程
い
た
し
ま
す
議

案
等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
と
共
に
住
み
た
い
地
域
、
夢
の

あ
る
地
域
に
向
か
っ
て
、
い
い
村
作
り

に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
よ
う
ご
尽
力

を
お
願
い
し
て
９
月
議
会
定
例
会
の
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

　
　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

庁
舎
外
部
の
給
水
工
事
費

１
，３
０
０
千
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
感
染
症

対
策
工
事
費

３
，２
７
０
千
円

定
住
住
宅
新
増
改
築
等
支
援
金

５
，０
０
０
千
円

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
タ
ク
シ
ー

送
迎
業
務
委
託

１
，３
０
０
千
円

大
豆
選
別
機
、そ
ば
粗
選
機
等
購
入
費

２
，８
０
０
千
円

森
林
資
源
利
活
用
推
進
事
業
委
託
料

３
，５
０
０
千
円

ニ
ホ
ン
シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
等

の
捕
獲
報
償
費

１
２
，７
４
０
千
円

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
整
備
工
事

５
，０
０
０
千
円

村
道
維
持
補
修
工
事

５
５
，０
０
０
千
円

村
営
住
宅
修
繕
等

２
，９
０
０
千
円

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

補
助
金

３
，０
０
０
千
円

農
業
災
害
復
旧
工
事
費

７
，０
０
０
千
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
費

１
５
，０
０
０
千
円

前
年
度
繰
越
金
の
2
分
の
1
を

財
政
調
整
基
金
に
積
立

７
０
，０
０
０
千
円
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歳

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
歳

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

渋谷まさ子さん

熊谷　文さん

佐々木藤吾さん

熊谷みかゑさん

100100　
今
年
度
、
村
内
で
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
次
の
７
名
で
す
。
筒
井
さ
か
さ
ん
、

原
國
穗
さ
ん
、佐
々
木
藤
吾
さ
ん
、熊
谷
文
さ
ん
、

渋
谷
ま
さ
子
さ
ん
、
熊
谷
み
か
ゑ
さ
ん
、
小
松

恭
一
さ
ん
（
９
月
24
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
）。 

　
内
閣
総
理
大
臣
・
長
野
県
知
事
か
ら
の
祝
い

状
と
記
念
品
、
村
か
ら
の
記
念
品
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

46
名
。
100
歳
以
上
の
方
が
17
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
楽
し
い
毎
日
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
、
村
内
で
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
次
の
７
名
で
す
。
筒
井
さ
か
さ
ん
、

原
國
穗
さ
ん
、佐
々
木
藤
吾
さ
ん
、熊
谷
文
さ
ん
、

渋
谷
ま
さ
子
さ
ん
、
熊
谷
み
か
ゑ
さ
ん
、
小
松

恭
一
さ
ん
（
９
月
24
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
）。 

　
内
閣
総
理
大
臣
・
長
野
県
知
事
か
ら
の
祝
い

状
と
記
念
品
、
村
か
ら
の
記
念
品
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
、

46
名
。
100
歳
以
上
の
方
が
17
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
楽
し
い
毎
日
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

※撮影させて頂いた４名の皆様です。
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スタービレッジ阿智のインスタグラム
フォロワー　20,000人達成！

　日本郵政と村では、令和元年6月に役
場庁舎前に設置した「星の郵便ポスト」
第一弾に引き続き、第二弾としてこの
度、昼神温泉郷と治部坂高原にも設置を
しました。地域の身近な場所にも日本一
の星空の村の象徴となるものがあること
で、星の村ブランドが更に高まることを
期待して、唯一のオリジナルデザインポ
ストを設置しました。
　今回の星の郵便ポストは、設置地域の特色を表現できるよう、昼神温泉設置のポストは露天風呂から星空を眺
めるイメージに。治部坂高原設置のポストは、治部坂高原の四季をイメージしたデザインとなっています。この
郵便ポストを利用して、遠く離れた知人友人に星空の村からのお手紙やハガキを送ってみませんか。

　阿智☆昼神観光局では、阿智村をPRするSNS公式アカウン
トを運営しています。主に発信しているインスタグラムでは、

「スタービレッジ阿智」と、「昼神温泉・阿智村」の情報発信の、
2つのアカウントを運営しています。スタービレッジ阿智のア
カウントは、この9月にフォロワー数2万人を達成。その後も増
え続け、長野県内の自治体や地域が運営するアカウントで1番
のフォロワー数がある安曇野市に並びました。

star_achimura
　阿智村の星空やナイトツアーな
ど星空関連イベントの紹介をして
います。
hirugami_achi
　温泉や星、花、おすすめ観光スポット、食べ物、お土産など阿智村の情報を幅広
く紹介しています。

星の郵便ポスト第二弾　昼神温泉と治部坂高原に設置しました

　阿智村の皆さんこんにちは。阿智☆昼神観光局の酒井です！
私は観光局やスタービレッジの SNS や YouTube の編集などメインに全国の方に向けての情報発信を担当し
ています。
　阿智村の人口程のフォロワー数だったスタービレッジのアカウントですが、私が担当になり約 1 年。この
9 月でなんと 2 万人を達成しました。2 万人がイメージしにくいかと思うので調べてみたら、阿智・平谷・根羽・
阿南・下條・天龍・売木・泰阜・大鹿の人口を足した数よりも多いです。本当に全国の皆さんが阿智村の星
空を知っていただけるようになりました。
　またこの数は長野県内の市町村が運営しているアカウントの中で安曇野市に次いで 2 位のフォロワー数で
す。残り 600 で県内 1 位のアカウントになるので、もしかしたら皆さんがこれを読んでいる時には県内 1 位
のアカウントになっているかもしれません…
　引き続き SNS を通じて、様々な方に阿智村の魅力を日本や海外の皆さんへ発信していきたいと思っていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿智☆昼神観光局　酒井優佳

 「観光局より」観光局スタッフが村民の皆さんに向けてそっとお伝えします！　№5

star_achimura

昼神温泉 治部坂高原
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村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。
村内６つの保育園の様子を紹介します。
元気な子どもたちをご覧ください。

うんどうかいごっこ、楽しいな♪

あふち保育園

運動あそび、楽しかったよ！！

スーパー忍者の仲間になるために

智里西保育園

パワー全開！みんなでがんばった運動会。
ピカピカメダルもらって　にっこり笑顔

伍和保育園 浪合保育園

バルーンを使って運動会のオープニングをしたよ！！ お楽しみ運動会　楽しかったね

智里東保育園 清内路保育園

阿智村の子どもたち阿智村の子どもたち ～保育園～
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阿智村の子どもたち阿智村の子どもたち 阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。
阿智村の子どもたちの
学校での様子を紹介します。

　「5年生稲刈り」保護者の皆さんにも助けていただきな
がら、手作業で田植えをし、何度も何度も草を取り、大切
に育ててきました。苦労もありましたが、収穫の喜びを味
わうことができました。　　　　　　（阿智第二小学校）

　運動会中止など、どこ吹く風！の「清内路オリンピック」。
「全力」の楽しさを体いっぱいに感じていた子どもたち。
･･･子ども達の汗が青空の下で美しく光っていました。　

（清内路小学校）

　９月27日に、4，5，6年生がみどりの少年団の『森林学
習』として、学有林の間伐体験をしました。切り倒した間伐
材は輪切りにして各自持ち帰りました。  　（浪合小学校）

　３年生が「智里西見学」に出かけました。はゝ き木館の北
林 夏布さんの案内で神坂神社や暮白の滝、姿見の池など
名所を見学後、信濃比叡 廣拯院で座禅体験をしました。全
集中の呼吸を学んだ子どもたちです。 （阿智第一小学校）

　第三小の宝物「ニジマス学習」。全校での水揚げの後、
３～6年生は、2年ぶりにさばきと塩焼きに取り組みまし
た。さばきの技を高学年から中学年に伝えます。

（阿智第三小学校）

若駒祭　繋ぐ～過去から今、そして未来へ～
未来へタイムスリップしたり、阿智中に所縁のある皆さん
から10年前の様子を伺ったり、みんながつながる文化祭
です。　　　　　　　　　　　　　　　（阿智中学校）

～学校～
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教育委員会の窓教育委員会の窓
1 保育園から小中学校12年間の「学びの体系」

学校 ･ 事業 学年 時 間 ・ 日 数 ・ 講 師 ほ か

中　

 

学 　
校

「
若
駒
ア
カ
デ
ミ
ー
」

３年
毎週火曜日と木曜日放課後・２時間（年間 37 日）
５教科７講座（数学基礎・数学発展・英語基礎・英語発展・国語応用・社会応用・理科応用）
講師７名

2 年 毎週水曜日放課後・２時間（年間 29 日）
２教科４講座（数学基礎・数学発展・英語基礎・英語発展）　講師４名

1 年 毎週水曜日放課後・２時間　（年間 29 日）
２教科２講座（数学・英語）　講師２名

小　

 

学 　
校

「
放
課
後
学
習
教
室
」

6 年
5 年

第一小・第二小・第三小…放課後週２日・各１時間（年間 60 時間）
浪合小・清内路小…放課後週１日・各１時間（年間 30 時間）
２教科（算数・数学）　講師５名（各小学校１名）

4 年
以下 浪合小は４年生から，清内路小は１年生から希望者が参加可能

保育園 ＡＬＴによる「英語あそび」…体験を通し英語に慣れ楽しさを感じ興味を引き出す活動

チュー・リー先生

Malaysia

マーク先生

U.S.A

ジョニー先生

England

ALT による「英語あそび」( 智里西保育園 )

放課後学習教室（阿智第一小学校：英語）

若駒アカデミー（阿智中学校１年：数学）

　村内５小学校において「放課後学習教室」（写真右）を実施して、
児童の学力向上に努めています。中学校では村営学習塾「若駒アカ
デミー」を本年度から全学年に拡大しました。５月から１・２年、７
月から３年のアカデミーを開講（写真右下）、高校受験を目指して多
くの生徒が受講（１・２年生約 50％、３年生約 90％）しています。

2 英語教育の推進

（１）ＡＬＴ３人体制
　３人のＡＬＴ（写真上）を雇用し、保育園から中学校までの英語
教育を系統的に支援しています。保育園では園児が遊びを通して英
語に親しむ「英語あそび」を、小中学校では英語指導専門員とＡＬ
ＴによるＩＣＴを利用した「アクティブな英語授業」を工夫し、実践し、
児童生徒の学力向上を進めています。

（２）英検合格のための対策講座
　英語検定合格を目指した「英検対策講座」を実施し、小学校段階
からの英語力向上を支援しています。
　コロナ禍、オンラインでの指導も含め、小学校高学年から中学生
まで毎回約 30 名が参加しています。村では保護者負担を減らすた
め受検料の半額補助を行っています。
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－ 村内小中学校 英語検定受検結果 －

（2019 年度） （2020 年度）
２級 準２級 ３級 ４級 ５級 計 ２級 準２級 ３級 ４級 ５級 計

受験者 − 3 22 32（1） 44（20）101（21） 1 3 28 30（7）24（19）86（27）

合格者 − 1 14 26（1）36（17）77（18） 1 2 22 20（3）20（15）65（19）

合格率 − 33％ 64％ 81％ 82％ 76％ 100％ 67％ 79％ 67％ 83％ 76％

（　）内は小学生で内数

英検対策講座（中央公民館）

学級担任（左）と複式支援員（右端）による
複式学級の算数指導（清内路小学校）

オンラインによる「学校間連携授業」（阿智第一・第二小学校）

英語教育専門員と ALT による「ICT 英語授業」（阿智第二小学校）

3 各種支援員の配置事業
（１）学習支援員の配置

　専科教員を配置できない小規模校を中心に、教育支援主事、
教科支援員（理科・音楽）、学校司書（２名）、複式支援員の６
名を雇用し、様々な授業場面を支援しています。

（２）特別支援教育支援員の配置
　特別支援学級（県設置）のない学校を中心に、小中学校総
てに村単独の村費支援員８名を配置して、支援を必要とする子
どもたちをサポートしています。

（３）教育支援センターの開設
　いじめ、不登校等様々な理由により、学校に通えない児童生徒の学びを保障するため教育支援モニターを保健
センター内に開設し、指導員が毎日きめ細かなサポートをしています。

（３）オンライン学習の推進
　コロナ禍で、また学力向上に向けて一人一台タブレットの更なる
有効活用、学校と家庭、教師と生徒、学校間でのオンライン環境
の強化等、通信を含む教育のＩＣＴ化が急務となっています。教育
委員会では各校にＩＣＴ教育専門主事を派遣し、その環境の構築と
運用を支援しています。その一環として、各学校での一人一台タブ
レットの積極活用を推進し，ＩＣＴを活用した英語授業（写真：第二
小），学校間のオンライン授業（写真：第一小と第二小）、英語検定
のオンライン講習等、新たな取り組みも始めています。
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　日頃より阿智高校へご理解、ご協力をいただき、感謝申し上げます。
　暑い季節が過ぎ去り実りの秋となりましたが、阿智高生は熱い日々を送っています。

　２学年観光エリアでは、「Wai わい公園」の池の掃除を行いました。地
域貢献となることは何かについて生徒たちが考え、今回の美化活動を行い
ました。池にはたくさんの泥が溜まっており、泥をかき出す作業は力仕事
となりましたが、生徒たちは一生懸命作業をしてくれました。
　今後は、きれいになった池で行う地域貢献イベントについてアイデアを
出し合い、イベントを企画したいと考えています。

　通常の授業では得られないものを地域政策コースの生徒に学んでもらえ
るように、感染症対策に細心の注意を払いながら授業を進めていきます。
　今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

　９月 16 日 ( 木 ) の就職試験開始に向けて準備を進めています。
８月 31日 ( 火 ) の総合的な探究の時間では、下伊那地区の企業や
講師の方とオンラインで繋ぎ、就職や進学の面接練習を実施しまし
た。面接のマナーや基礎を学ぶ良い機会となりました。

　また、９月14 日 ( 火 ) には就職激励会を行いました。校長先生、
担任の先生、進路指導主任の先生から就職試験に向かう生徒へ熱
いメッセージが送られました。生徒たちからの良い報告を待ちたい
と思います。

　神坂学習塾では、大学合格研究会を毎月開催しています。学年問わず、大学進学を目指している多くの生徒が
研究会に参加しています。７月16 日 ( 金 ) に開催された研究会では、「志望校調べ」を行いました。高校生は毎
日の授業や部活に一生懸命で、自分の将来の目標を考える時間を取ることが難しい場合が多いです。忙しい高
校生に将来のことをきちんと考え、明確にする時間として今回の「志望校調べ」は行われました。受験勉強の良
いスタートをきるために有意義な時間になりました。

～地域政策コース～

～就職激励会～

～神坂学習塾　大学合格研究会～

英会話教室開催！！
　11/5( 金 ) より全５回で神坂学習塾の英会話教室が始まり
ます。詳細はホームページをご確認ください。地域の皆様の
ご参加お待ちしております。
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／811

／10 7

／9 1 ／9 1

「美しく輝く未来へ」 第31回

Achi Photo report

阿智中学校女子バレー部
全国大会出場　表敬訪問

道路美化や愛護に功績　伍和自治会・上中関区自治会に表彰

ＡＬＴ マーク先生
着任

地域おこし協力隊
新たに１名着任

　埼玉県所沢市で開催された全日本中学校バレーボール選
手権大会への出場を決めた女子バレーボール部の選手 14 名
が、竹内良之校長、水上勝秀監督とともに村役場を訪れまし
た。
　全国大会では1勝1敗で決勝トーナメントに進み、決勝トー
ナメント1 回戦で東京都代表八王子実践高校に惜しくも敗れましたが、大健闘してくれました。

　飯田国道事務所と県飯田建設事務所は、この
程、道路美化等に功績のあった伍和自治会、上
中関区自治会に表彰を伝達しました。
　伍和自治会は 25 年間の活動として県道沿い
にマリーゴールドを植え管理。上中関区自治会
は山本インター近くの国道沿いにドウダンツツ
ジを植え、約 10 年の活動。住民やドライバー
の気持ちを安らぐ活動をして頂いています。

　8 月より新しい ALTとしてマーク・スタークス先
生が着任しました。
　マーク先生はアメリカの
カリフォルニア州出身の 33
歳で、阿智村の前は鹿児島
県薩摩川内市で５年間 ALT
をしていました。
　バスケットボールとジャ
グリングが特技の好青年で
す。よろしくお願いします。

　佐々木 真幸（ささき まさき）さんは、北海道札
幌市のご出身で、幼い頃から星に興味があり、星
に関わる仕事がしたいと探していた所、阿智村の
地域おこし協力隊募集を見
つけ応募、採用となりました。
佐々木さんは、阿智昼神観
光局（主に浪合パーク）で観
光誘客に取り組みます。村で
は現在、６名の方が協力隊
員として活動しています。

－ 春草の「ははき木」原本を探しています －
阿智村長　熊　谷　秀　樹

　実りの秋。紅葉シーズン真っ只中となりました。神坂
神社から富士見台まで通ずる東山道には、コロナ禍も
あって連日多くの登山客で賑わっています。中央アル
プスが国定公園になった事も人気に拍車をかけていま
す。
　さて、その東山道、園原にある源氏物語に登場する
「帚木」。現在は滝見台の少し上にあり、昭和 33 年の
台風によって折れたままの姿が残っています。ははき
木の歴史は各々で学習頂くとして、あの菱田春草が若

い頃、明治 34 年に描いてい
るのです。「伊那名勝誌」と
いう文献の挿絵として、春
草が書いたようです。そのコ
ピーは園原ビジターセンターは きゝ木館にありますが、
村では、その原本を探しています。もし、村民の方で
原本をお持ちでしたら是非ご連絡待っています。因み
に、現在飯田美術館で、春草展を開催していますので、
興味ある方は是非どうぞ！

（伍和自治会）左から熊谷副自治会長、
河合自治会長、原副自治会長

（上中関区自治会）左から田中生活環境部長、
服部自治会長、木下副自治会長
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年　金太郎

私たちの村 （10/1現在）私たちの村 （10/1現在）
人口……6,146人
男………2,987人
女………3,159人
世帯……2,358戸

人口……6,146人
男………2,987人
女………3,159人
世帯……2,358戸
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